
 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行計画では、全体目標を「がん患者を含めた区民が、がんを知り、がんの克服をめざします」

とし、「がんの７５歳未満年齢調整死亡率（人口１０万人対）」の１０％減を指標として掲げた。 

男性は目標を達成し、女性は目標を下回ったものの改善している。 

 

▼悪性新生物（がん）は、日本人の死因の第１位であり、生涯のうちに２人に１人はがんに罹患し、

４人に１人が亡くなるといわれている。墨田区においても、令和５年において、がんは死因別死

亡順位の第１位となっており、区民の生命と健康を脅かす重大な疾患となっている。 

▼区は、平成２１年に「墨田区がん対策基本方針」を定め、さらに、平成３１年に現行計画である

「墨田区がん対策推進計画」を策定し、がん予防やがん検診の充実、がんに関する正しい知識の

普及啓発及びがん患者とその家族の支援を推進してきた。 

▼現行計画は、令和元年度から令和６年度までの６年計画で、今年度、終期を迎えることから、国

や都で策定しているがん対策推進計画の内容を踏まえ、新たに「第２期墨田区がん対策推進計画

（以下「第２期計画」という。）」を策定するものである。 

１ 計画策定の背景及び趣旨 （P.1） 

「第２期墨田区がん対策推進計画」（案）概要 

第２期計画の対象期間は、令和７年４月から令和１３年３月までの６年間とする。 

３ 計画期間 （P.3） 

▼第２期計画では、全ての区民が、がんに関する正しい知識を持ち、がんを予防すること、誰もが、

いつでも、どこにいても、安心して必要な支援を受け、尊厳を持って暮らしていくことができる

がん対策を推進すること、さらに、こうしたがん対策を全ての区民とともに進めていくことが重

要であるという考えのもと、以下の基本理念を掲げた。 

▼基本理念の下に３つの基本方針を定め、これらの方針に沿った総合的ながん対策を推進する。 

５ 基本理念と３つの基本方針 （P.27・28） 

「誰一人取り残さないがん対策を推進し、全ての区民とがんの克服を目指す」 

基本理念 

 

３つの基本方針 

Ⅰ がん予防 
 
○がんのリスクの減少  ○がんの早期発見 

Ⅱ がんとの共生 

○情報提供・相談支援の充実 ○在宅緩和ケアの推進 

○社会的な問題への対応・ライフステージ別の支援 

Ⅲ 基盤の整備 

○がんの正しい知識の普及啓発 ○がん登録の利活用 

○データを活用した施策の展開 ○デジタル化の推進 

資料１ 

４ 現行計画における評価結果 （P.18） 

２ 計画の位置付け （P.2） 

第２期計画は、国策定の「がん対策推進基

本計画（第４期）」、「東京都がん対策推進

計画（第三次改定）」の下、区の上位計画で

ある「墨田区基本計画」、「すみだ健康づく

り総合計画」等の関連計画の内容、目標値等

の整合性を図り策定を進める。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰一人取り残さないがん対策を推進し、全ての区民とがんの克服を目指す 

６ 計画の体系 （P.30・31） 

▼令和６年１２月 

墨田区保健衛生協議会への報告 

▼令和６年１２月 ～令和７年１月 

パブリック・コメントの実施 

▼令和７年３月 

区議会区民福祉委員会への報告後、計画公表 

９ 今後のスケジュール 
基本方針に基づく施策を推進することにより、区におけるがん対策の進捗状

況を測る指標として、次の２つを「がん予防」「がんとの共生」における最終

アウトカムとし、それぞれに最終アウトカム指標（成果指標）を設定する。 
 

７ 最終アウトカム指標 （P.32） 
▼令和６年７月 

庁内検討会における検討 

▼令和６年７月～１１月 

墨田区がん対策推進会議における検討（２回） 

▼令和６年８月～１１月 

推進会議「がん対策推進計画策定部会」における検討（３回） 

８ 計画策定の検討 


